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一般財団法人 全国盲導犬協会 平成 29 年度事業報告書 
 

1. 訓練業務／認定業務 
 以下の業務は、当協会の本来の業務（盲導犬育成）としておこなったものである。 

1.1 歩行指導 
 平成 29 年 3 月 9 日（平成 28 年度）に盲導犬適正審査を通過した訓練犬 1頭について、その使用

者候補 1名への歩行指導（合宿訓練）をおこなった： 
・	 平成 29 年 3 月 19 日～4 月 4 日 

1.2 認定 
 上述の使用者候補、並びに訓練犬について、所定の審査と試験を実施したうえで、盲導犬使用者、

並びに盲導犬と認定した： 
・	認定番号：CGDO_2901/004（平成 29 年 4 月 4 日；当協会盲導犬第 4号；神奈川県） 

1.3 フォローアップ 
 上述の使用者を含む、当協会の盲導犬使用者に対して随時、フォローアップ（貸与後に発生する

問題について、その原因の調査と問題を解決するための助言や指導）を実施した。 

1.4 子犬の購入 
 平成 29 年度には合計で 2頭の子犬を盲導犬、もしくは繁殖犬の候補犬として購入した。 

1.5 子犬、進路変更犬、繁殖犬飼育ボランティアの募集、面談、飼育指導 
 募集チラシの作成配布やホームページ上での案内などを通じて希望者を募った。当協会の施設内、

または飼育奉仕者宅にて職員が随時飼育指導をおこなった。 

1.6 犬の訓練（基本訓練、誘導訓練）及び飼育（通院等の健康管理を含む） 
 平成 29 年度には 14 頭の犬に対して、盲導犬の訓練犬としての飼育、及び訓練をおこなった。 

一覧：訓練の状況（平成 30 年 3 月 31 日現在） 
平成 29 年度に飼育・訓練した犬 平成 29 年度に購入した犬（子犬） 

14 2 

GD CC TR PW 

1 10 3 2 

※	GD=盲導犬認定済／CC=進路変更引渡済／TR=訓練中／PW=子犬飼育ボランティア宅預け 
※	平成 27 年度より広報犬の協会内飼育おこなわず、訓練犬を、または協会の指定した進路変更犬

を嘱託広報犬として広報啓発業務に帯同している。 
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一覧：保有犬の状況（平成 30 年 3 月 31 日現在） 
盲導犬 訓練犬 繁殖犬 子犬 合計 

4 3 2 2 11 

1.7 後進の育成・指導 
 当協会の訓練士・歩行指導員養成計画に基づき、見習い職員 2名の教育をおこなった。 

 
2. 広報啓発業務 
 以下の業務は、日本における盲導犬育成事業全般、ならびに当協会の盲導犬育成事業に対して社

会の理解を求める目的でおこなったものである。 

2.1 学習会・見学会の開催 
 一般の希望者を募り、定期的に施設内で学習会・見学会を開催した。臨時の学習会を含め平成 29
年度は 9 回の開催となった。主な参加者は次のようであった：一般希望者、県内のライオンズクラ
ブ会員 

2.2 出張講話・デモンストレーション 
 視覚障害と盲導犬についての講話（一部、実演を含む）を、依頼を受けて 13 回おこなった。講話
の主な対象者は次のようであった：企業（新入）社員、小学生、中学生、高校生、父兄、教員、社
会福祉協議会が主催する福祉関連イベントの参加者、ライオンズクラブ、その他市民団体が主催す
る福祉関連イベントの参加者、盲導犬関連団体の主催するイベントの参加者 

2.3 イベント参加 
 行政、企業、団体、個人が開催するイベントに職員、役員、広報犬が参加し、広報啓発活動を展

開した（21 回）。主な参加先は次のようである：県内のライオンズクラブの活動、企業や行政が主
催する地域の祭やイベント（運動会等） 

2.4 チャリティーイベントの開催 
 当協会が主体となり、視覚障害と盲導犬に関する啓発を主たる目的としたイベントを次のように

開催した。 

2.4.1 チャリティーコンサート（平成 29 年 6 月 4 日／ひたちなか市／対象：70 人） 
 当協会の役員と親交のある舞踏家を招聘しフラメンコのコンサートを開催、楽曲間に訓練部職員
や盲導犬使用者の講話を挟むことで、参加者に盲導犬育成事業に関心を持ってもらえるよう務めた。 

2.4.2 盲導犬写真パネル展（平成 29 年 7 月 20 日～25 日／水戸市／対象：2500 人） 
 株式会社水戸京成百貨店の協力を得て、同百貨店の催事場に盲導犬に関する写真（撮影：小沼渉
氏）を大判パネルで展示し、来店者に盲導犬育成事業に関心を持ってもらえるよう務めた。 
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2.4.3 チャリティードッグフェスタ（平成 29 年 5 月 21 日／水戸市／対象：300 人） 
 愛犬家団体「水戸フライングドッグクラブ」の協力を得て、同クラブのドッグランにて犬に関す

る催し（盲導犬訓練実演／家庭犬しつけ実演／競技犬競技実演、愛犬撮影会など）をおこない、来
場者（主に愛犬家）に盲導犬育成事業に関心を持ってもらえるよう務めた。 

2.5 「ローリー基金」との共同活動 
 当協会の支援ボランティアグループである「ローリー基金」の活動へ職員、役員、広報犬を派遣

するなどして、同グループの活動の効果が向上されるよう図った。主な活動は次のようである：定
期街頭募金活動協力 10 回、臨時街頭募金活動協力 9回 

2.6 資料配布 
 上述した機会において、日本の盲導犬育成事業全般、ならびに当協会の盲導犬育成事業の概要を

まとめた資料「配布用資料」、並びに「協会だより（第 5号）」（10 月発行；年度内に 5000 部印刷）
を配布し、盲導犬育成事業への社会の理解がより深まるよう務めた。 
 

3. 財源強化充実のための取り組み 
 広報活動を通じて個人、団体、企業へ支援の働きかけをおこなう他、安定した運営資金を確保す
るため以下の取り組みをおこなった。 

3.1 募金型自動販売機の増設 
 飲料販売会社（株式会社ライズ）の協力により、当協会の募金型自動販売機の増設がおこなわれ
た：平成 29 年度には新たに 3 設置主と契約を結び、合計で 17 設置主となった（新規設置台数 2
台、引上げ 0台、3 月 31 日現在の設置台数 22 台）。 

3.2 賛助会員の募集 
 平成 27 年度に発足した当協会の（新）賛助会員制度について引き続き会員を募った。平成 29 年
度には 1の個人から申し込みを頂いただき、合計で 12 会員となった。 
 

4. 寄附金の使途報告 
 ここでは平成 29 年度の寄付金・助成金のうち、具体的な使途の報告が条件であった寄附金・助成
金について、その金額と使途について報告する。 

・	かすみがうらマラソン大会実行委員会からの寄附金（588,100 円） 

以上の寄附金・助成金は、平成 29 年度に盲導犬候補、または繁殖犬候補として購入した子犬 2頭の

購入費（385,000 円）、及び訓練犬の食費（204,120 円）の大部分に充当した。 
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5. その他 

5.1 役員会の開催 
 理事会、ならびに評議員会を以下の日程で開催した： 

理事会 評議員会 

第 1 回 平成 29 年 5 月 30 日（火） 第 1 回 平成 29 年 5 月 30 日（火） 

第 2 回 平成 29 年 12 月 19 日（火） 第 2 回 平成 29 年 12 月 19 日（火） 

第 3 回 平成 30 年 3 月 20 日（火） 第 3 回 平成 30 年 3 月 20 日（火） 

以上、全ての役員会は協会訓練施設にておこなわれた。 

5.2 人事・陣容 
 見習い職員 2名が平成 29 年 9 月 1 日で退職した。理事の中野薫（歩行指導員）は平成 30 年 3 月

31 日で退任を希望。中野以外の全役員（理事、監事、評議員）の総意として、慰留を一切おこなう
ことなく、これを承諾した。評議員会は松澤諭氏（（特非）チーム・ユーチャリス）、及び福岡義明
氏（（特非）栃木補助犬協会）を理事に、＿＿＿＿（（＿＿）＿＿＿＿＿＿＿）を４人目の評議員に

選任した。なお、福岡は平成 30 年 4 月 1 日より当協会の歩行指導員として業務にあたる。 

5.3 是正勧告 
 水戸労働基準監督署の是正勧告（見習い職員への適正な時間外労働手当の支払い）について、こ
れを履行した（全額支払い済み）。 

5.4 他団体主催の行事等への参加（広報啓発業務以外） 
 助成金、目録等の受け取りや当協会の自己紹介、挨拶をおこなう目的で、他団体の主催する行事
に職員、または役員と広報犬が参加した（約 25 回）。主な参加先は次のようである：ライオンズク
ラブの周年行事や例会、ロータリークラブの例会、かすみがうらマラソン大会、仏寺主催の法事（常
光院水戸精舎） 

 
以上、平成 30 年 5 月 25 日、平成 30 年度第 1回理事会にて決裁、同評議員会にて承認 


